
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《メールアドレス》 

akito@kdr.biglobe.ne.jp 

の
で
他
人
ご
と
で
は
な
い
。
原
因

究
明
と
対
策
が
早
急
に
求
め
ら
れ

る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
▼
背
景
に

食
糧
の
六
割
以
上
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
こ
と
。
規
制
緩
和
に
よ
り

（
ア
メ
リ
カ
や
多
国
籍
企
業
の
要

求
）
食
品
衛
生
法
が
緩
和
さ
れ
、

残
留
農
薬
な
ど
は
無
検
査
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
▼
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
き
な
が
ら
「
日
野
市
の
学

校
給
食
は
大
丈
夫
か
な
」
の
思
い

が
頭
を
か
す
め
た
。
学
校
便
り
な

ど
に
よ
る
と
、
各
学
校
に
調
理
士

が
配
置
さ
れ
自
校
方
式
で
調
理
さ

れ
て
い
る
。
冷
凍
食
品
は
使
用
せ

ず
化
学
調
味
料
も
使
わ
ず
削
り
節
、

昆
布
で
ダ
シ
を
と
る
。
地
産
地
消

を
す
す
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分

か
る
。
ま
ず
安
心
だ
▼
Ｏ
一
五
七

問
題
の
と
き
、
日
野
市
の
自
校
方

式
は
高
い
評
価
を
得
た
。
現
在
、

調
理
作
業
こ
そ
民
間
に
は
な
っ
て

は
い
る
が
、
ま
た
こ
こ
で
そ
の
威

力
を
発
揮
し
た
も
の
と
言
え
よ
う

▼
関
東
農
政
局
の
「
地
産
地
消
の

取
り
組
み
事
例
」
が
日
野
市
を
紹

介
（
都
内
で
は
日
野
市
の
み
） 

、

注
目
さ
れ
て
い
る
。
日
野
の
革
新

の
伝
統
と
市
民
が
築
き
上
げ
て
き

た
宝
だ
と
思
う
。
し
っ
か
り
と
子

ど
も
を
守
っ
て
い
か
ね
ば
。(

Ｋ) 

中
国
餃
子
中
毒
事
件
で
食

へ
の
関
心
が
高
い
。
冷
凍

食
品
を
買
う
と
き
は
た
い

て
い
餃
子
も
入
れ
て
い
た
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日
野
市
で
こ
れ
ま
で
二
回

だ
け
だ
っ
た
妊
婦
検
診
の
助

成
が
、
新
年
度
か
ら
五
回
に

増
え
ま
す
。
母
体
や
胎
児
の

健
康
を
守
る
た
め
厚
労
省

は
、
一
四
回
程
度
受
診
を

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て

い
ま
す
が
、
健
康
保
険
の
適

用
が
な
く
、
一
回
当
た
り
五

千
円
か
ら
一
万
五
千
円
程

の
費
用
が
必
要
で
す
。 

 

若
い
世
代
に
と
っ
て
負
担

が
大
き
く
、
検
診
を
受
け
な

い
で
出
産
を
迎
え
る
ケ
ー
ス

が
増
加
し
、
問
題
と
な
っ
て
い

 

日
本
共
産
党
、
民
主
党
、
社

民
党
、
国
民
新
党
の
野
党
四

党
は
二
八
日
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
廃
止
す
る
法
案

を
衆
院
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

い
ま
、
市
が
行
な
う
「
説
明
会
」

に
は
大
勢
の
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
が
、市
の
担
当
者
の
説
明

を
受
け
て
も
「
分
か
ら
な
い
」
と

首
を
傾
げ
る
人
も
多
く
、「
こ
れ

で
四
月
か
ら
実
施
す
る
の
か
」
と

言
う
疑
問
も
聞
か
れ
ま
す
。 

 
政
府
・
与
党
も
、
一
部
の
対

象
者
の
保
険
料
徴
収
を
延
期

す
る
だ
け
で
あ
る
に
せ
よ
、『
凍

結
』
を
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど

実
施
前
か
ら
制
度
の
破
綻
は

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
制

度
廃
止
」
を
実
現
す
る
上
で
、

四
野
党
の
一
致
は
大
き
な
力
と

な
り
ま
す
。 

▽
医
療
の
差
別
も 

 
 
 

 

大
問
題
に
△ 

 

市
担
当
者
の
説
明
は
保
険
料

の
話
だ
け
で
、
七
五
歳
以
上
の

医
療
が
変
わ
る
こ
と
に
は
ふ
れ

て
い
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
「
制
度
」
で
は
、
外
来
患

者
は
複
数
の
医
療
機
関
を
受

け
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
ま
す
。 

「
高
齢
者
担
当
医
」(

仮
称)

が

患
者
の
同
意
を
得
て
診
療
計

画
を
つ
く
り
、
慢
性
的
な
病
気

の
治
療
を
行
な
い
ま
す
。
そ
の

際
、
保
険
か
ら
の
支
払
い
を
「
包

括
払
い
」(

定
額
制)

と
し
、
医

療
費
に
上
限
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。 

 

入
院
患
者
に
は
、
早
期
退
院

促
進
を
念
頭
と
し
た
診
療
報

酬
体
系
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
終
末
期
」
も
、
い
ま
全
体
の
二

割
で
あ
る
「
在
宅
死
」
を
倍
の
四

割
に
す
れ
ば
、
五
千
億
円
の
医

療
費
を
減
ら
せ
る
と
し
て
、
家

族
看
護
を
必
要
と
す
る
「
在
宅

死
」を
促
進
し
て
い
く
方
針
で
す
。 

 

 

厚
労
省
は
「
制
度
」
導
入
で
、

団
塊
の
世
代
の
ピ
ー
ク
が
対
象

と
な
る
二
五
年
ま
で
に
、 

五
兆

円
の
医
療
費
が
削
減
で
き
る
と

の
試
算
を
示
し
て
い
ま
す
。 

日
野
市
の
妊
婦
検
診
助
成
が
五
回
に 

  

◇
都
内
で
は
大
半
が
一
四
回
に
◇ 

世
論
と
運
動
で
保
険
料
に
低
所
得
者
対
策 

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
跳
ね
上
が
る
保
険

料
負
担
の
不
安
が
広
が
る
な
か
で
、
制
度
の
運
営
に
当
た
る
東
京
都
広

域
医
療
連
合
で
は
「
急
激
な
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
」
と
し
て
、
低
所
得

者
に
対
す
る
「
軽
減
措
置
」
を
と
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

 

今
の
国
保
税
と
比
べ
保
険
料
が
ど
う
な
る
か
を
以
下
の
表
に
し
ま
し

た
。
目
安
に
し
て
下
さ
い
。(

財
源
の
六
九
億
円
は
、
市
区
町
村
の
負
担
） 

ま
す
。 

 

昨
年
度
国
は
、
各
自
治
体

に
対
し
て
「
最
低
で
も
五
回

程
度
は
公
費
負
担
」
す
る
よ

う
奨
励
し
、
地
方
交
付
税
で

の
予
算
措
置
を
行
な
い
ま
し

た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
多
摩
地
域

の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
は

回
数
を
増
や
し
、
五
回
程

度
ま
で
助
成
を
行
な
う
動

き
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
都
内

で
は
二
一
の
区
が
、
助
成
す

る
回
数
を
一
四
回
ま
で
増

や
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
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  《０８年４月の無料法律相談》 
村松みえ子事務所 午後６時～８時  
     ４月 ３日（木）    

市役所６階・共産党控室 午後１時～３時 

     ４月１０日（木）                         

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

         村松事務所 ℡582-0504  

         中野事務所 ℡599-3350 

衆院東京２１区予定候補に 

星あつまろ さん 

豊田地域区画整理懇談会開かれる 
 豊田地域の区画整理や街づくりを話し合う区画整理懇談会が 

2月16日に開かれました。中野市議が助言者になって定期的(２ヶ

月に一回程度）に開催されています。 

 中野市議から仮換地指定の基準である「照応の原則」とはど

ういうことか、などが話されました。再築と曳屋工法の基準に

ついて質問が出されました。 

 街づくりでは豊田第一公園（仮称）に関して、最近開催され

た市の説明会の内容の報告があり、また、豊田駅前の区画整理

に対する要望などが出されました。最後に個別の相談がされま

した。 

政調費の領収書添付は 

当たり前のことです 

 

 都議会の各会派には、議員一

人当たり月額60万円の政務調査

費が支給されています。昨年３月

議会で共産党都議団は、領収書

の添付を義務化する条例改正を

提案しました。これが6月、9月議

会をへて12月議会にまで至り、自

民、民主、公明、生活者ネットの反対で否決されました。賛

成したのは共産党と一人会派の４会派でした。 

 政調費は都民の税金から支給されています。使途を明ら

かにすることは都民に対する責務ではないでしょうか。 

 選挙時のアンケートなどでは大勢が賛成しながら、「検討

委員会の議論をへていない」「現行のままの公開は混乱を

招く」「やみくもに領収書を添付することは正しい実態が明

らかにならない」などと言って反対意見が多数となります。 

 今年1月12日の「都議会のあり方検討委員会」でも、自民、

民主、公明の３会派が合意した「報告書」を唯一のたたき

台にするとか審議を非公開にするとかで、大もめにもめま

した。日本共産党都議団は、使途を自主公開しています。 

 

自
治
体
と
住
民
に
負
担
を
押
し
付
け
る
な 

「
都
市
再
生
機
構
」
に
よ
る
多
摩
平
団
地
の
敷
地
売
却
計
画 

 

多
摩
平
団
地
の
建
て
替
え
計
画
は
、

居
住
者
の
「
も
ど
り
入
居
」
の
一
五
二

八
戸
を
建
設
し
、残
り
の
半
分
以
上
の

敷
地
は
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

な
ど
に
売
却

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
〇
四
年
七
月
、
小
泉
内
閣
の

「
構
造
改
革
」
で
、
都
市
基
盤
整
備
公

団
が
独
立
行
政
法
人
「
都
市
再
生
機

構
」
と
な
り
ま
し
た
。
新
規
住
宅
を
建

設
し
て
き
た
役
割
を
終
焉
さ
せ
、住
宅

戸
数
の
削
減
、
敷
地
売
却
の
「
整
理
合

理
化
計
画
」を
す
す
め
る
役
割
を
は
た

す
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
敷

地
売
却
に
よ
る
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン

の
開
発

は
人
口
増
を
と
も
な
い
、
学
校
、
保
育

園
な
ど
の
新
た
な
整
備
を
必
要
と
し
、

自
治
体
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
を
招

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

多
摩
平
で
は
二
千
戸
を
超
え
る
大
規

通
り
に
く
い
」
こ
と
が
判
明
。

京
王
側
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
以
前
の
古
い
も
の
。
い
ず

れ
最
新
の
も
の
に
」
と
説
明

し
ま
し
た
。 

 
 

障
害
者
が
利
用
す
る
多

目
的
ト
イ
レ
で
は
「
設
備
が

多
す
ぎ
介
助
ス
ペ
ー
ス
が
足

り
な
い
」
と
い
う
要
望
も
出

さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
会
は
、
昨
年
三
月
の
新

駅
舎
完
成
前
を
ふ
く
め
五

回
の
調
査
・
要
望
を
行
い
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
定
員
増
や
、

多
目
的
ト
イ
レ
出
入
り
口

の
操
作
盤
を
押
し
ボ
タ
ン
に

改
善
す
る
な
ど
を
実
現
し

て
き
ま
し
た
。 

日本共産党が決定 

 1953 年石川県鹿島郡鹿西町（現在中

能登町）生まれ。祖父は村長。 

 幼い頃から走ることが大好き。小中

学校では短距離選手で活躍。青梅マラ

ソンやホノルルマラソンにも参加する。  

 高卒後、昭島市、日本航空電子（株）

勤務の後、共産党立川・昭島地区委員

会で常任活動家として活躍。 

 

京
王
線
高
幡
不
動
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、 

京
王
電
鉄
や
日
野
市
と
交

渉
を
す
す
め
て
き
た「
み
ん

な
に
や
さ
し
い
高
幡
不
動

駅
を
」
の
会
は
二
月
一
三

日
、
京
王
電
鉄
の
担
当
者

を
交
え
て
調
査
活
動
を
行

な
い
ま
し
た
。 

「
券
売
機
の
下
に
空
間
を
つ

く
り
、車
い
す
が
入
り
込
め

る
よ
う
に
し
て
手
が
届
く
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
要

望
に
京
王
の
担
当
者
は
、

「
強
度
上
ど
こ
ま
で
で
き
る

か
工
夫
が
必
要
」と
述
べ
ま

し
た
。ホ
ー
ム
待
合
室
の
自

動
ド
ア
が
狭
く
、車
い
す
で

「みんなに優しい高幡不動駅を」の会が調査 
  

模
開
発
が
予
想
さ
れ
、日
野
市
と
し
て

も
都
市
再
生
機
構
の
責
任
と
負
担
で
、

こ
う
し
た
整
備
を
す
す
め
る
と
い
う
方

針
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。都
市
再
生
機

構
も
当
初
は
、「
市
と
協
議
、
合
意
」
の

上
で
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
指
導
要
綱
」
を

守
り
、開
発
に
と
も
な
う
負
担
を
行
な

う
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
こ
う
し
た
対
応
は
、
よ
り
速
や

か
に
、
よ
り
高
額
に
売
却
を
は
か
り
た
い

政
府
の
意
向
と
折
り
合
わ
ず
、
市
と

「
機
構
」
側
と
の
交
渉
は
、
い
ま
ゆ
き

づ
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
賃
貸
住
宅
を
削

減
し
た
上
に
、
自
治
体
や
住
民
に
負

担
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
、
と
ん
で
も
な
い
こ

と
で
す
。
市
民
の
監
視
が
必
要
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

中
野
あ
き
と 

車いす利用の改善を 
  

（ 「しんぷん赤旗」 

  日刊紙より抜粋） 

  


